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誇りは善，驕りは悪と切り離して考

えがちなのに対して）．

驕りを防ぐ手だては何だろうか？

情報公開，内部監査，外部監査等々，

行き過ぎを防ぐためのチェックシス

テムを政治，経済，社会各面にわた

って構築し，整備することがますま

す大事である．しかし，これらはあ

くまで外からの牽制である．「驕り」

という心の問題への対応は，やはり

最終的には当事者自身の心の抑制力

を如何に涵養するかにかかっている

といわざるを得ないように思う．当

事者自身が驕りの恐ろしさを自覚す

ること，自己と周囲を率直に把握し，

自制する謙虚さと勇気を持つこと

等々．例えがおかしいが，美しいナ

ショナルオーガスタや荒涼としたリ

ンクスで，風やコースに棲むという

魔物を相手に，懸命に自分をコント

ロールしながらプレーする名ゴルフ

ァー達の成功と失敗の光景を見ると，

自制の重要さと難しさを痛感する．

当社は，「すべては分析に始まる．

高い分析技術を通じて人類社会に貢

献する」を経営理念に掲げている．

そして30年におよぶ諸先輩のご努

力により今日の姿に発展してきた．

この誇りを受け継ぎ，驕りへの変異

を不断に防ぎ，これからもお客様そ

して社会に役立つ会社としてあり続

けたい．

（※本年6月28日退任）

いつの世に

も不祥事はつ

きものかもし

れないが，昨

今は著名大企

業 の 経 営 破

綻，製品に関

する虚偽の表

示や申告，巨大統合金融機関のシス

テムトラブル，与野党議員から官僚

に蔓延する公費(私たちの税金)の私

的流用，教師・警察・検察・判事に

よる不祥事等々，まさに何でもあり

の様相である．社会の透明度が増し

たために，今までは見えなかった水

面下の部分が見えるようになってき

たためということであれば，その点

では喜ぶべきことであろうが，そう

とばかりも言ってはいられないよう

に思う．

不祥事を生む要因はいろいろであ

る．その中でも問題なのは，その人

や組識にいつのまにか生まれる「驕

り」ではないだろうか．もちろん，

はじめから意図的に行われる場合も

あるが，当事者自身（人の場合も組

織の場合も) が驕りのために気づか

ないうちに，あるいは気づいても

「大したことではない」や「大きな目

的のためにやむを得ないこと」等の

ような意識のもとに事態が進行する

場合の方が，はるかに始末が悪いし，

社会的な影響も大きいだろう．

しかし，不祥事の当事者も最初か

ら驕っていたわけではないと思う．

多くの場合はむしろ使命感に燃え，

大いなる誇りを持って他に抜きんで

た努力をしたからこそ，それが成果

をあげて世の評価を得たといっても

よいのではないか．日本経済が戦後，

奇跡的な復興を遂げ経済大国の評価

を得たのも，強い志と誇りを持った

先人たちが官民あげて復興に励んだ

結果である．しかし，いつの間にか

バブル経済に突入し，はじけた後は

驕りはもちろん誇りまでも萎んでし

まった感さえする．

こうしてみると，「誇り」と「驕り」

の間にはいわく言い難い関連があり

そうだ．困難な仕事を成し遂げるた

めには，単なる能力や努力だけでは

足りない．使命を自覚し，誇りをも

ってことに当たることが必要不可欠

である．しかし，ことを成し遂げ，

高い評価を得て心地よい雰囲気に包

まれたとき，往々にして“当人も知

らないうちに”この誇りが驕りに変

わってしまう危険がある．ちなみに

英語の辞書を引いてみると，“pride”

という言葉には誇りと驕りどちらの

意味もある（Pride goes before a

fall. 驕る者久しからず）．彼らはこの

「誇り」（proper pride）と「驕り」

（extreme／false pride）が同質同

根のものだという感覚，そのことに

対する警戒感を持っていることを窺

わせるような気がして興味深い（物

事を善悪でとらえる日本的感覚では，
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2002年は弊社設立後30年目にあたります
ので，本号を30周年記念号として発行するこ
とにしました．しかし本号の企画をあれこれ考
えてみましたが，あっというようなアイデアも
わかず，結局，技術報告（FRONTIER RE-
PORT）を従来の2報から6報と多くして，環
境関連，電子関連，医薬関連及び工業支援にお

編 集 後 記千葉事業所と愛媛事業所は，ISO
17025に基づく認定事業所で，
環境分野や化学工業製品分野な
どにおける特定項目の認定を受
けております．
千葉事業所の認定番号：JCLA1
愛媛事業所の認定番号：JCLA5

当社事業所はISO-9001およびISO14001の審査登録
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ける弊社の最新技術を紹介し，お客様方のお役
に立てればと考えました．そのため本号では，
従来のTALK ABOUT,SCAS NOW及び法
律・技術ウォッチャーを割愛しました．今後も
お客様の期待に応えられる技術情報の提供を心
がけていく所存ですので，ご愛顧のほどよろし
く御願い致します．




